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水 産醗 酵 食 品 の酵 母 に関 す る研究 く第4報)

真性酵母菌の分類学的位置に就て

銭 谷 武 平

 Yeasts occurring in fishery-fermentation  products. Part 4 

        A taxonomic study of true yeasts 

               Buhei Zenitani

前に著者t)は 各種の塩辛類から多数の真正酵母菌を分離 し,そ の生理学的性質が醤油 ・

味喰酵母に類似すること,殊 に味噌酵母の特性と共通することを指摘 した.

本報に於ては前報迄の菌学的…般性質に基 き分類学的位置を検討 した塩辛酵母の種類,
ほ

即ち既知酵母5種 と薪種並に新変種3種 の分類と類縁関係などに就て報告する.

真性 酵 母菌 の分類 と類 縁関 係

1.各 種の塩幸から分離 した眞性酵母の種類

Stelling-Dekker2)(1931)及 びLodder&vanRij3)(1952)の 分類によつて所属位置を決定

した塩辛酵母の種名はTable1の 如 くであつて前者に従 うと既知菌種11種 と未知菌種5種

Table 1. The identified species of true yeasts isolated 

         from "Shiokara".

 By Stelling-Dekker (1931)By Lodder & van Rij (1952) 

Zygosaccharomyces BarkerSaccharomyces (Meyen) Reess 
Z. sofa Takahashi et Yukawa ...............F1.21 
Z. japonicas Takahashi et Yukawa ......R3 
Z. major var. miso Mogi........................R1 Saccharomces rouxii Boutroux 

 Z. miso r Mogi ....................................N1 
Z. sp. Q•................................................Q2 
Z. sp. E1 ................................................Et •Saccharomyces kyushuensis n. sp. 

Torulaspora Lindner 
 Torulaspora sp. M3 ..............................M3 •Saccharomyces rouxii Boutroux• 

Hansenula H. et P. SydowHansenula H. et P. Sydow 
H. javanica (Groenewege) Dekker.........C3 • H. anomala (Hansen) H. et P. Sydow 

Debaryomyces KiOckerDebaryomyces Lodder et van Rij nom. conserv. 
D. tyrocola var. hansenii (Zopf)Dekker •••R1 / D. hansenii (Zopf) Lodder et van Rij D. guilliermondii Dekker .....................B1 

  D. membranaefaciens Naganishi ............09 l                                              D. nicotianae Giovannozzi ' D. tyrocola strain ............C1.4, Q3.4, S4 P2 JJ 
D. sp. C2................................................C2 D. nicotianae var. salsas n. var.   D. kloeckeri Guilliermond et Peju •••A1, S4 ~ D. kloeckeri Guilliermond et Peju   D. matrrtchoti Grigoraki et Peju............A2 
D. sp. S2 ................................................S2 • • •D. oviformis n. sp. .



302

となつ た が後 者 に依 る分 類 では 既 知 菌 種5種 と新酵 母3零 重とな つ て著 し く減 少 した .

な お ・先 にSkinner等(1948)の 分 類 に よつ て掲 げ られ た 属 名Dの 内,Zygosaccharo-

mycesBarker及 びTorulasporaLindnerの2属 はLodder&vanRijに よ り

Saccharomyces(Meyen)Reessに 統1条され た の で,前2属 に 所 属 した菌 種 はSaccha-

romyees属 に変 更 され た.

II.既 知 の酵 母 に該 當 す る菌 種 の 類 縁 関 係 .

Lodder&vanRijは 属 の改 癒 を行 つ た の み な らず 多数 の種 の統合 を行 い,例 えば 従 来

の 謝1酵 母 等13種 の耐!釧 三響母 を全 部Saceharo〃zycesrOZtxiiに 統 合 した.著 者 は 統 合

前 の 個 ≧ の種 との 詳 細 な 類 縁 関係 を記 載 す る煩 雑 さ を避 け,予 め 著 者 がStelling・Dekker

の分 類 で決 定 した種 類 の種 名 をあ げ て これ に 代 え た.叉Stelling-Dekker以 降 に 新 種 或 は

新 変種 として 記 録 され た 種類 の 内 に は 五〇dder&vanRijの 分 類 に 未採 録 で あつ て 当 然,

整 理 ・統 合 され るべ き もの もあ るか ら,か よ うな 菌種 との 関係 もな るべ く簡 略 に 記載 した.

な お,同 … 種 で も醗 酵性 糖 類 が両 分 類 法 で僅 少 の相 違 を示 す場合 もあつ た が 努 め て 近 縁 種

を あげ る こ とに した.

Saccharomyc¢s(Meyen)Reess

1)SaccharomycesroaxiiBoutroux・ ・・…E.。,R1.:s,M:},N、,Q,.

SaccharomycesrOZtxiiは 葡 萄 糖 と麦 芽糖 を醗 酵 しそ のsynonyrnと してZygosae-

charomycesso%,Z,7%α ブoプ,Z.ブ σρoηJo%s等 の耐 圧'性酵 母が あ るが,こ の 内 に はStel1-

ing-Dekkerの 分 類 で は蔗糖 及び ラ フィノーズ を弱 醗 酵 す る とされ た 菌 種 も含 まれ て い る.

従 つ てF1.2,R1.s,M,,,N1,Q,の7菌 株 は5σo罐.rouxiitzこ 該 当す るが,そ の 内N1,R1.3は

蕪 糖 とラ フィノー ズをDekkerの 試 験 と同 じ く醗酵 した が 別 種 とせ ず,F,は ラ フィ ノー・・…

ズを 醗 酵 し蔗糖 を醗 酵 しな い こ と もあ つ た が,両 糖相 互 の 醗 酵性 か らす れ ば蔗糖 を醗酵 す

べ き であ つ てScarr4)が 指摘 した如 く1耐圧1ゾ1三酵 母の蕉 糖 転化 はpHと 緩 衝 力に 影 響 され る

か ら何 れ に して も非 乃至 弱 醗 酵 性 で重 視 す るに 及 ば な い と思 う.R1はSaccharomηces

fermentati(Saito)LodderetvanRijに 近 似 す るが 耐 圧性 で な く,又N、e*Zygosac・

charomycesmisor'Mogi")と したが ガ ラ ク トー ズの醗酵 性 でイ・¥1に相 違 す る.Q、 は 胞子

生 産 が極 め て 困難 で昆 布汁 寒 天 に於 て のみ 子 袈 胞 子 を 生 麗.する こ とが 出来 た.Q。 はStelli・

ngDekkerの 分 類 で は 該 当種 を 見 つ け 得 な か つ た がSaccharomycesrozcxiiの 標 式 に

は 全 く一一一一致 し た.M3は 先 にTorulasPora属 とした が 硝 酸塩 の 同化 能(士)を 除 い て

は 胞 子 形,醗 酵 性 等 か らSaccharomyces属 とな つ てSaccharomycesrOttxiiに よ く

一 致 した.

HansenutaH.etp.Sydow

Hansenala属 に就 てはWickerham6)の 研 究 が 発 表 され!こが全 般 的1こは 従 う事 がHl来

な か つ た.然 し同 定 に 際 して はLodder&vanRijの 分 類 と共 に 参 照 した.

2)Hansenulaanomala(Hansen)H.etP.Sydow… …C,,

Stelling・Dekkerの 分 類 で はC:1ばHansenala1'avanica(Groenewege)Dekker

に 相 当 したがWickerhamとLodder&vanRijはH.anomala型 とH.」 σvanica

型 の細 胞 形 の相 違 を 種 の 特 徴 と認 めずHansenulaano2nalaに 纒 め た.Hansenala

schneggii(Weber)Dekkerに も近 縁 で あ るが π.anomalaに よ り一 層 近 い種 類 と
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考 え た.叉 最 近 小 林 氏7)の 分 離 し た ペ ン トー ズ 同 化 性 のHansemtlatoleyoensisKoba-

yashiはll.」 σvanica型 で あ つ てCr,に は 近 縁 で あ る が 同 じ くH.anomalatzこ 合 併 さ れ

る べ ぎ も の と思 う.

DeharyomycesLodderetvanRijnomenconservandum

Lodder&vanRijは 本 鴇酵 母 の1箆1子疵 を必 ず し も属 の特 徴 とは 認 め ず,又 醗 酵 型 の菌

種tsSaccharomyces属 に移 した.本 属 に 所 属す る菌 株 はhodder8)がStelling-Dekker

の分類を訂正した検索表により類縁関係を決めた後に新分類で決定 した.長 西氏9)の 分類

表はこの研究の終r後 に発表されたから全而的には従 うことが出来なかつたが 同氏の多数

の報文は参照 した.本 属に入る供試酵母は一一般的性質の外に次の項目に就ても試験された.

1)出 芽 物 晦 聯 験:-Lodder3)は 常 に 著 し く段甥 帯 をLi.:.ずる もの と決 し て形 成 しな い もの とに

分 け た.著 者が 登芽 汁(10σB119.)を 用い て 観 察 した結 果 に よれ ば 概ね 識 別 し得 たがR4とP2の

み は 中 閥 刷 で 出芽 帯 を形 灰 す る点 か らはDebarpyomycesmembプanaefaciens型 で あ る が産 膜状 態

は む し ろD.tyrocola刑 に入 つ て識 別 し難 か つ た.

2)ウ レタ ソ圃 化 試 ・検lo):一 ・基 本 培養 堪(葡 萄糖2%,ウ レタ ン0.75%,KH,,PO,0.1g/o,Mg-

SO.i・7H100.035%及 び 寒 天2%)に25℃,5日 聞}1犠 した がCandidasp,N,,M2以 外 は殆 ど

発 でr'を1認～ゾ)なカ・/)た.

3)乳 糖同化1・「(色色素生産 試験11):一 養葡萄糖 とウ レタンをそれ ぞれ乳糖 とアスパラギン で置 換し前

記圃 様に試 険した竜「編ミ,Rlの み発 育して 黄色色素を生産した.

4)仮菌絲形成試験:一 一 衣蕩 菊 とCandi4a属 塒 の廻 巫「1,liに麿 肖 し所 蔵 オミ属菊 全 部に就 て仮 菌絲 形

成試 験 をLodderの 仮 ・llll降形β気用培 ∫〔ξ基 を月」い て1麦」;【〒培 養・に よ り行 つ た結.果Z)ebar夕o〃1夕cesjαpo-

nicusNag,anishiに"Mycocandida"型 の仮 菊続 を,S2に 原 始 的 な仮 術懸 形 成 を認 め た,Lodder

&vanRijも この 武 険を施 行 しD.viniZimmermannが 形 成 す る こ とを報 告 して い る.

最近著者勘 は各種 糖類 からの生酸性に基く分ヲ領法を提案した.産 膜性菌種に関する著

者とLodder&vanRijの 分類を比較表示すればTable2の 如 く,全 般的によく一一・ivX

するが後述するような若 トの和違がある.本 属の既知全菌種に就ては生酸性を確めること

が出来なかつたから,長 西氏の乳糖同化性菌種は乳糖から酸を生成すると考え1群 とした.

なお長酉氏9)が 指摘した如 く本鴇菌の醗酵性は分類のkeyに 採用し得な いか ら重視せず

各種糖類から酸を生成するか否かを他属の醗酵性の如 く重要な特徴とした.

3)Pebaryo〃zyceshansenii(Zopf)LodderetvanRij・ … ・・Bエ,R4

B,はDebaryom.vcesgailliermondiiDekkerよ り も 適 温 が 低 く,R.,はD.tyro・

colavar.hanseni,;Dekkerよ り細胞 が租 ≧大 き くfi.つ酒 精 同化 試 験 で は よ く発 育 す る

が 産膜 しな い,叉 出芽 帯 形 成 試 験 で は 中間 型 で あ る が,B1とR4は 共 に葡 萄 糖,蕉 糖,麦

芽 糖,及 び 乳 糖 か ら生 酸 し著 者 の1群,Lodder&vanRijのDebaryomyceshan・

senii(Zopf)LodderetvanRijに 該 当 した.

4)DebaryomycesnicotianaeGiovannozzi.・ 一…Cエ.4,P,,Q3.4,Sr,,09

C1.4,Qr。4,SrlはD.tyrecola型 でOvはD.membranaefaciens型 とな りP2は 其 中

聞 型 で あ るがLodder&vanRijは 両 型 相 互 の 産 膜 状 態 に 変.異 性 を 認 めStelling・Dekker

やLodderの 如 く皮 膜 の 鐵 の 有 無 等 の 被 膜 状 態 を 種 の 特 徴 と 認 め て い な い.Lodder&

vanRijはD.tyrocola,D.gai〃iermondii及 びD.membranaefaciensを 一 緒 に
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Table 2. Comparison between the classification system of 

 Debar  yomyces  concerning pellicle-forming group.

The author's systemLodder & van Rij's system. 

I. Acid from glucose, sucrose, maltose and la. Early formation of a dull, dry, creeping 
 lactose.pellicle on malt extract. 

*D . guilliermondii strain K 2a. Lactose is assimilated. 
*D . sp. H. Cesari et Guill. (D. gull. ?) 
*D . guilliermondii Dekker• ••• D. hansenii (Zopf) Lodder et van Rij 
D. guil. var. nova-zeelandicus Ladder 

*D . tyrocola Konokotinasynonym : 
D. i" strain Sb. DekkerD. guilliermondii Dekker 
D. t' var. hansenii DekkerD. guill. var. nova-zeelandicus Ladder 

   D. orientalis Naganishi ?D. tyrocola Konokotina 
D. sp. R4D. tyrocola var. hansenii (Zopf) Dekker 

II. Acid from glucose, sucrose and malto- D. cavensis Giovannozzi 
    se. 

a) Pellicle-forming group.D. membranaefaciens Naganishi 
  b) Greyish white, folded pellicle on wort. 

D. membranaefaciens Naganishi, 2b. Lactose is not assimilated. 
D. n var. Zingiberi Ohtani 
D. "" var. hollandicus Lodder  ••• D. nicotianae Giovannozzi 
D. sp. 09, C2 (D. membranaefaciens type) synonym : 

bb) Grey thin pellicle on wart.D. membranaefaciens var. hollandicus L. 
  D. miso MogiD. nicotianae var. minor Giovannozzi 

D. miso var. c MogiD. marylandii Giovannozzi 
D. japonicus Naganishi 

*D. tyrocola strain I, II, III, Op, a, i ? lb. No pellicle on malt extract or only 
   D. sp. C1.4, PI., Q3.4 S3, Y1 (D. tyrocola J after long time cultivation. 

type) 

Note : '` shows the results of Naganishi's trial on the sugar assimilation test.

D.hanseniiに 入 れ そ の根 拠 を乳 糖 同 化 性 に置 い て い る.然 し長 西氏 及び 著 者 の分 類 では

P.membranaefaciensは 乳糖 を 同化 せ ず 叉 長 西 氏 の 亜硝 酸 同化 性 で もD.gscilliermon・

diiと は 全 く異 るか ら別 種 と考 え るの が妥 当 で あ る と思 う.叉D.tyrocola中 に は乳 糖 非

同化 性 の数 菌 株 が あ る.従 つ て供 試 酵 母 はStelling-Dekkerの 分 類 標 式 で は前 記 の型 に な

つ てLodder&vanRijは これ らをD.hanseniiに 合 併 して い るが 著 者 の試 験 で は 乳

糖 か ら生 酸 しな い か らむ しろD.nicotianaeGiovannozziに 統 合 して 乳 糖 か ら生 酸 す る

D.gui〃iermondiiと は 区 別 す る方 が よい と思 う.

勿 論,試 験法 の差 異 も考 え られ るがWickerhamの 強 化 培 地 で 長 期 間後 に 同化 す る如 き

弱 同 化性 を理 由にD.membranaefaciensを 其 の 変種hollandicasと それ ぞ れ 別 種 と

す る よ りは 同一 種 に した い と思 う.な おDebaryomycesmisoMogi13)は 近 縁 で あ るが

酒 精 を 同化 しな い 点 で本 項 の 何 れ と も異 る.

5)DebaryomyeesleleeekeriGuilliermondetPeju・ … ・・A1.,,S4

Al,2,Saは 非 産 膜 性 で 葡 萄 糖,蔗糖 及び 麦芽 糖 か ら酸 を生 じ著 者 は 同一 種 と 考 えた が

Lodder&vanRijの 分 類 で も同 様 にDebaryomycesleloeckeriに 統 一 して い る.こ

内に は1).sakeSaitoetOdaも 含 まれ て い るが 著 者 の分 類 で はD.salee及 びD.1・1・tat-

ruchotiGrigorakietPejl1の1菌 株 は蔗糖 か ら生 酸 せずIII群 に 区 別 した の で1).

kloeckeriと は別 種 と考 えた い.D。orientalisNaganislli14)も またD.kloecleeri型

で あ るが ウ レ タンを 同 化 す る 点 では 本 項 の何 れ と も異 る.
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IlI.新 種 並 に 新攣 種 の 分 類 と類 縁 関 係

6)Saccharo〃zyceskyushuensisnov.spec.… 。・・El

E1は 耐 塩 下 に 乾 燥 皮 膜 を作 るか らPichia,Debaryomyces及 びSaccharomyces属

に就 て 検討 す る とPichia属 とは伸長 細 胞 を 全 く形 成 し ない 点,非 乃至 弱 醗 酵 性 のDe-

baryomyces属 とは耐 塩 下 な お 約80%の 醗 酵 歩 合 を示 す 点15)で 異 りSaccharomycestSZ

に 該 当 す る.葡 萄 糖 と ガ ラ ク トー ズ を醗 酵 し ラ フ ィ ノー ズ の微 弱 な醗 酵 性 を 認 め た が蔗糖

を全 く醗 酵 しな か つ た の で前 記 のF1と 同様 の理 由 に よ り重 視 出 来 な い.

Lodder&vanRijの 分 類 で は近 縁 種 と してSaccharomycesdelbrueckiiLindner

とS.delbrueckiivar.mongolicasSaitoが あ り醗 酵 性 は一一jkす るが皮 膜 を形 成 しな い

こ と と耐!E性 で な い 点 に於 て異 り,S.mellisFabianetQuinet及 びS.bisporas

Naganishiも 近 縁 で あ るが 醗 酵 性 に相 違 が あ る.其 の他 近 縁 種 に は味 喩 か ら得 たZygo-

saccharomycestikamaensisMogii6)と 醗 酵 ソー スか ら得 たZ.naniwaensisOhtani17),

Z.sakevar.αNaganishiN)が あ る が前 者 とは 溶膠 性 と酒 精 同化 性 で 異 り,後 者 とは産

膜 性 及 び醗 酵 性 に於 て 異 る.、

要 す るにE1は 単 糖 類 を醗 酵 し 耐 塩 下 に於 て顕 著 な産 膜 性 の あ る 耐 圧 酵 母で あ つ て 該 当

種 を 見 出 し得 な いか ら新 種 で あ る と見 て著 者 はSαoo加 ノo初yoθskyushuensisnov.spec.

と命 名す る.

7)Debaryomツcesoviformisnov.spec.・ ・…・S2

Lodder&vanRijの 分 類 で はDebaryomyceskleeckeri'G.etP.に 近 縁 で あ るが

著 者 の 分 類 で は葡 萄 糖,蕨 糖,麦 芽 糖 及び ラ フ ィ ノ ー ズか ら生 酸 す るD.leloeckeriと は

異 り麦 芽 糖 か ら生 酸 しな い.叉 原始 的 な仮 菌 綜 を 形 成 す る.従 つ て新 種 と見 な しDebaryo-

mycesovifo〃zisnov.spec.と 命 名す る.

8)DebaryomycesnicotianaeGiovannozzivar.salsusnov.var.・ ・・…C2

著 者 の分 類 で はDebaryomycesmembranaefaciens型 に 入 りLodder&vanRij

の そ れ に従 うとD.nicotianaeに 相 当す る.長 西 氏18)の 本 属菌 に 関 す る研 究 に よれ ば 巨

大聚 落(麦 芽 汁 膠 培 養)は 「不 鮮 明 な る放 射 状 の条 絞 又 は 扇 状絞 を有 す る も年 輪 状 の 条 絞

を 認 め難 く中心 部 には 凸 凹 部 を 生 ぜず 」 従 つ て 「菌 株 分 類 上 の… 助 と し て 価 値 僅 少な る も

の と思 惟 せ ら る」 と.著 者 の分 離 した 多 くの 本 属菌 に就 て も同様 の こ とが 言 い 得 るが 独 り

C2の み は他 の いつ れ の 巨大 聚 落 と も異 り(写 真 参 照,本 誌12,379,1952)多 数 の 年輪 状

の 鐡 層 と膠 中に瘤 状 に 没 入す る著 し い特 徴 を もつ て い る.

従 つ てDebaryom,cesnicotianaeの 新 変種 と見 てDcbaryomycesnicotianaevar・

salsusnov.var.と 命 名す る.

IV.新 種 並 に 新 墾 種 の 標 式

塩 辛 酵 母の 内,真 正酵 母 の 新種Saccharomycesleyushuensisnov.spec.とDebar-

yomycesovifoプmisnov。sPec.並 に新 変種Debaryomycesnicotianaevar.salsas

nov.var.に 就 て次 の如 く標 式 を 与 え る.
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 Vegetative cells of three, new yeasts.

Saccharomyces kyushuensis nov. 
spec. (800X ).

Debaryomyces oviformis nov. 
spec. (700X ).

Debaryomyces nicotianae var. salsus nov. var. (820X ).

                Description of the synopsis of three new yeasts 

Saccharomyces kyushuensis nov. spec.........................................................................El 

Cells predominantly round, 4.8-6.4A, some oval, 4.8-8.0u. Thin pellicle on wort. 

Wort agar slant : yellowish white, sebaceous, raised, entire edges, finely .papillate. in 

old culture. Gelatine liquefaction : positive after 50 days. Giant colony on wort 

gelatine : greyish brown, sebaceous, circular, generally fiat, small crater and entire. 
Sporulation after heterogamic or isogamic conjugation, spore round, 3.0-4.0m, 1 to 3 

spores per ascus. Glucose and galactose are fermented, raf unose fermented very 

weakly. Nitrate not utilized. No growth in ethyl alcohol. Salt tolerance : folded 

pellicle formation on 15 % NaCI glucose broth. Growth : opt. temp. 25-30°C and opt. 

pH 4.1-,,5.2. The thermal death point : ten minutes at 60°C.
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 Debaryomyces oviformis nov. spec. ...........................................................................Sz 

Cells predominantly oval or short ellipsoid, 3.2-'4.8X4.8'-6.4p, some round, 4.8—, 

5.4u. On wort : ring and sediment. Wort agar slant : light yellow, slightly raised, fine 

folds at the border, and erose. Gelatine not liquefied. Giant colony on wort gelatine : 

pulvinate, circular, brownish yellow at the center, grey at the border, some radial sec-

tors and erose. Spore warty, round, 2.4-4.0u, 1 or 2 spores per ascus. Primitive pseudo-

mycelium is produced. Acid from glucose, sucrose and raffinose. Nitrate not utilized. 

No growth in ethyl alcohol. Salt tolerance at 15 % NaC1 glucose broth. Growth : opt. 

temp. 25-30° C and opt. pH 4.1--'7.2. The thermal death point : ten minutes at 55°C. 

Debaryomyces nicotianae Giovannozzi var. salsus nov. var. .......................................CZ 

Cells generally round, 4.8-6.4u. On wort : pellicle is formed with a fine network 

of folds, and sediment. Wort agar slant ; greyish white, slightly glistening, rough spread-

ing surface and lobated edges. Giant colony on wort gelatine : dry, white, irregular 

circular colony, the characteristics of which is that it has many concentric rings (see 

photograph, this bulletin 12, 378, 1952). No gas from sugar but acid from glucose, suc-
rose, maltose, galactose and raifinose. Nitrate not utilized. Growth in ethyl alcohol : 

white powdery pellicle and abundunt sediment. Salt tolerance : heavy pellicle formation 

on 20 % NaCl glucose broth. Spore warty, round, 3.0—,4.0,u, usually one spore per ascus. 

Growth : opt. temp. 21-25°C and opt. pH 4.1-6.2. The thermal death point : ten minu-

tes at 55"C.

総 括 並 に 考 察

各 種 塩 辛 類 か ら分 離 した 真 正酵 母23菌 株 はLodder&vanRijの 分 類 に 従 いSac・

charmycesroaxii,Hansenulaanomala,Debaryomyceshansenii,L).nicotianae

及 びD.kloecleeriの 既 知 酵 母5種 とSaccharoy・nycesleyushaensisnov.spec.,De-

baryomycesoviformisnov.spec.及 びD.nicotianaevar.salsztsnov.var,の3新

酵 ・母と決 定 した.

Saccharomツcesrouxii中 に はTable1の 如 く醤 漁 ・味 ロ曾酵 母 を含 み,先 に塩 辛 酵母

中 のZygosαo酌 礎o脚06s属 が味 噌 ・醤 油酵 母 と密 接 な 関 係 の あ る こ とを指 摘 した が こ

れ を確 証 す る こ とが 出来 た.な お従 来 塩 汁 か ら分 離 され た こ との な い非 産 膜 性 且 つ 耐塩 性

のDebar.yo'izyceskloecfeeriを3菌 株 得 た 事 は これ ら菌 株 が 多 く動 物 性 物料 か ら来 源 し

た こ と と考 え 合せ 興 味 あ る こ と と思 う.

この研 究 は 九大 農 学 部 水 産 化 学 教 室 で 行 わ れ た もの で 終 始 懇 篤 な御 指 導 を賜 つ た 富 安 教

授 に深 謝 の意 を表 す る.な お,文 部 省 科 学 研 究 費(富 安教授)に 拠 つ た,記 し て謝 意 を表

す る次 第 で あ る.
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 Résumé 

   A taxonomic study on 23 strains of true yeasts which were isolated from 

various kinds of "Shiokara" is presented. 
   These yeasts were identified by the newly published classification of Lodder 

& van Rij, while their mycological, general features had mainly been studied 

by the method of Stelling-Dekker. In the classification of Debaryomyces, the 

author did not attach very much value to the fermentability, but adopted the 

acid production test. The comparison between the classification system of the 

author and that of Ladder & van Rij concerning pellicle-forming group is shown 

in table 2. 

   The identified yeasts were reduced to the following eights pecies in the 

order of frequency of isolation; Saccharomyces rouxii 7 strains, Debaryomyces 

nicotianae 7 st. (one variety), D. kloeckeri 3 st., D. hansenii 2 st. and Hansenula 

anonaala 1 st. and three new species; Saccharomyces kyushuensis nov. spec., 

Debaryomyces oviformis nov. spec. and Debaryomyces nicotianae var. salsus 

nov. var. The relation between the taxonomy of Lodder & van Rij and that 

of Stelling-Dekker is shown in table 1. 

   The author demonstrated the fact that "Shiokara-yeasts" are closely related 

to the so-called "Shoyu-" and "Miso yeasts, indicating the existence of Zygo-

saccharomyces soja, Z. major var. miso, Z. japonicus and Z. miso r.


